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いきもの
情報募集中

　冬に観察できる野鳥などのいきもの情報をお寄せ
ください。専用W（コード❹）、郵送・Eメール（住所、
氏名、いきものの名前、観察場所・日時を記入）で、
みどり土木政策課みどりの係（〒153－
8573目黒区役所〈住所不要〉、☎5722
－9359、M sizen@city.meguro.tok
yo.jp）へ

目黒自然図鑑 8４
みわけられるかな？「ハシブト
ガラス」と「ハシボソガラス」

くちばしが太くて、おでことくちばしが段になっ
ているのがハシブトガラスで、くちばしが細くて
おでことくちばしがなめらかなのがハシボソガラ
スだよね！

細かく観察してみるといろいろと違いが分かって
楽しいね！

目黒にすむ私たちが語る、
みどりといきものたち

それぞれの特徴を知っているかい？

さすがじゃ！ハシボソガラスはハシブトガラスよ
りも鳴き声が濁るのも見分けるポイントじゃのう

ガマ博士

あっ！ハシブトガラスとハシボソガラスだ

❹

ハシブト
ガラス

ハシボソ
ガラスアルミホイルは何ごみで出せばいいの？

　専用W（コード❸）、ハガキに、ゴミラスへの質問と明
記の上、氏名（ニックネーム可）・年代を書いて、広報課
区報係（〒153－8573目黒区役所〈住所不
要〉）へ。頂いた質問などから、ゴミラスが
選んで回答します。

ごみに関するちょっとした疑問や質問をお寄せください

❸

シジュウカラ
さん

ガーガーカーカー

　アルミホイルは燃やさないごみだよ！
　一見紙のようだけど、金属でできているから
燃やすごみには出せないんだ。アルミカップや
アルミでできたお皿なども同じだよ！油などで
汚れたままでもいいけど、中身の見える袋に入
れて、月2回の燃やさないごみの日
に出してね！燃やさないごみの出
し方は区Ｗ（コード❷）を見てね！

問清掃リサイクル課計画普及係（☎5722－9883、Ｆ5722－9573）

❷

めぐ
ろで
活躍する人を紹介
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　区内で防災イベントや防災情報を発信する有志による団体
「チーム防災めぐろ」の発足メンバーの一人。３年に防災士
の資格を取得。職業は鉄道のエンジニア。
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防災講座に参加したことがきっかけで結成した�  
チーム防災めぐろ

　自分たちのまちや自分自身、家族を自分たちで守ってい
こうと考えて活動している「チーム防災めぐろ」。チーム
結成のきっかけは、4年ほど前に参加した区の都市防災に
ついて考える講座だったと話す前澤さん。「講座に参加し
たけれど、その先の対策を具体的にどうしたらいいのか、
私も含めて分からない人が多いのではと感じたんです。じ
ゃあ、自分たちで考えてみようと講座で知り合ったメンバ
ーで活動を始めました。区内の防災イベントなどで、防災
の啓発活動をしていますが、ほとんどのメンバーが、防災
に関する資格があるわけでも、防災に携わった仕事をして
いるわけでもありません。だからこそ気付ける住民目線の
防災について、ＳＮＳでの情報発信や、イベントを通して区
民の皆さんと一緒に考えることを意識して取り組んでいま
す」。

顔の見える関係を築くことが防災につながる

　現在チームには10人ほどが所属。「普段は毎月1回顔を
合わせて、こんなセミナーに参加したとか、こういうこと
に困ったなど報告会を行い、身の回りの防災についての情

vol.31
報を共有しています。報告会で高齢者疑似体験キットが消
防署から借りられることを知り、要配慮者目線で考える避
難訓練を開催したことがありました。実際に高齢者の気持
ちになってみると、生い茂る木の枝を認識できないことや
ちょっとした段差でふらつくなど、多くの気付きがありま
した」と前澤さん。
　「有事の際には、近くにいても全然知らない人には頼み
にくいもの。イベントなどで知り合いが増えていけば、大
変な時に頼みやすいですよね。普段から顔の見える関係を
築いておくこと自体が、いざという時に役立つと思ってい
ます」。

とりあえず防災グッズではなく、�  
まずはイメージすることが大切

　災害への備えについて何が大切なのかを伺ったところ、
「備蓄品などをひと通り買いそろえて、防災対策はできて
いると思ってしまう人がいるんですが、本当に大切なのは
自分にとって何が必要かを考えることだと思います。最近、
その順序が逆になっていると感じます」と指摘します。
　「でも、いきなり防災について考えましょうと言っても
難しいので、まずは私ならポーチに何を入れるかな？と自
分に必要なものをイメージしてみてください。例えば、普
段は自宅にいないから通勤バッグに入るサイズのポーチに
あれを入れようなどとイメージすることで、自分ごととし
て考えるきっかけになると思うんです。日頃から意識づけ
を促進できるような活動をやっていきたいし、皆さんにも
参加してもらえたらいいなと思っています」と語ってくれ
ました。

３月３日（日）に林試の森公園で開催さ
れる防災フェスタに炊き出しで参加し
ます。ぜひご来場ください。詳細は同
団体W（コード❶）をご覧ください
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